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健康情報テレフォンサービス

0120-979-451…通話料無料

月・・・乳がんの早期発見・早期治療

火・・・足の裏の痛み -足底筋膜炎 -

水・・・大腸がんの早期発見・早期治療

木・・・早期前立腺がんの放射線治療

金土日・最近のニキビの治療

【9月のテーマ】 【10 月のテーマ】
月・・・子どものインフルエンザ

火・・・よく噛むことと認知症予防

水・・・Ｃ型慢性肝炎治療の進歩

木・・・家での誤った応急処置

金土日・脳卒中の予防について

感染症のトピックスと現場に求められる安全管理について学んだ

支部ニュースへの投稿を募集しています
日常診療にかかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

電話 078-393-1801　FAX 078-393-1802　

e-mail　junki@doc-net.or.jp　担当：横山・松村
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　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

◇分科会（10 時～14 時頃）ﾒｲﾝﾃｰﾏ関連、日常診療、在宅医療、病診連携等の各種演題発表 

◇救急フェスタ ＣＰＲ講習会（13 時～14 時 30 分・申込裏面） 

◇薬科部コーナー 生薬試飲コーナー「桂枝湯」（薬剤師が生薬を煎じます） 

◇県下特産品コーナー お土産としてお持ち帰りいただきます 

◇展示コーナー ポスターセッション、医院新聞、文化部作品展、 

川柳作品展、情報ﾈｯﾄﾜｰｸ展、東北被災地物産展など 

医師・歯科医師・薬剤師・メディカルスタッフの交流企画 
 

  第２４回 日常診療経験交流会 
＜メインテーマ＞ 

それでも医療は続く 
～地域連携の「しわよせ」と「しあわせ」～  

日  時  １０月２５日(日)１０時～１７時 

会  場  神戸市産業振興センター （ＪＲ神戸駅南へ徒歩７分） 

  

 

   

 

 

 

 

 

◇特別講演（15 時～17 時） 

「不要な薬を減らすには～ポリファーマシー対策について」 

平井みどり 先生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 超高齢化社会を迎え、高齢者特有の疾患対策が喫緊の課題となっている。複数の疾患を持つことが一般
的になっている高齢者の場合、いきおい処方薬の種類も増加する。ポリファーマシーとは、一般的には使
用薬剤が多いことを指すが、それ以外にも潜在的に不適切な処方が含まれていること、同効薬が重複して
いること、本来使用されるべき疾患に対して必要な薬剤が処方されていないことも定義として挙げられて
いる。では、何剤以上をポリファーマシーというか、については決まったルールはないが、米国では５剤
を越えると処方を検討することを勧める場合が多い。日本老年医学会では、高齢者の薬物治療に関するガ
イドラインを策定しており、パブリックコメントを経て近々に発表されることが期待されている。 
ポリファーマシーによって生じる問題点として、薬物有害反応の増大、薬物相互作用の増加、アドヒア

ランスの低下と残薬、医療費の増大、死亡率の上昇が挙げられている。昨今では残薬による医療費圧迫が
特に話題に上っており、医薬品の適切な使用と管理について薬剤師の活用が望まれている。 【平井 記】 
 

〈お申し込みは裏面、お問合せは協会事務局 電話 078－393－1803、FAX 078－393－1802 まで〉 

兵 庫 県 

保険医協会 

【ご略歴】74 年京都大学薬学部卒業、75 年神戸大学医学

部入学・85 年卒業、同年同大学院医学研究科博士課程入

学、90 年修了、同年４月神戸大学医学部附属病院薬剤部

文部技官、同年８月京都大学医学部附属病院薬剤部文部

教官助手、95 年４月神戸薬科大学助教授、02 年 10 月同

教授、07 年３月神戸大学医学部附属病院教授・薬剤部長

神戸大学医学部附属病院薬剤部長、 

神戸大学大学院医学研究科薬剤学分野教授 
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